
教育学演習３・９
通称 村ゼミ
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専門：社会教育学
教育とジェンダー

研究テーマ：性差別と教育・学習、成人女性・育児期の女性の教育・学
習、成人の学習論、対人援助専門職（社会教育主事・社会教育士）の養
成と研修、社会教育実践分析研究（実践と理論の往還）、大学における
ジェンダー平等教育・ダイバーシティ



本演習の目的

＊社会や生活の中で人々が営む領域にある様々な問題を問題とし
てとらえ（テーマを立て）、その実態の解明を共同で探求する方
法で考えあうこと、そしてそれを通して、研究手法を身につける
ことを目指します。

＊今日の社会は混とんとして、既存の知識を覚えて応用するとい
う教育・学習観は通用しなくなってきています。混とんとした状
況の中から問題をとらえ、それを共同で研究し、解を導きだす力
をつけていくことを目指します。



今年のテーマ選定と研究方法
研究テーマは各自の問題意識から立ち上げました。

社会教育、家庭教育に関するテーマとして、育児・子育て、保育、
コミュニティの教育、ワークライフバランス、仕事と家庭、スポーツ
とジェンダー、セクシュアルマイノリティ、性教育、差別、虐待、貧
困、格差、デス・エデュケーションなどに関心が寄せられ、それらを
統合させながらグループ研究を組織してきました。

この数年間、コロナによってフィールドワーク等が難しい状況が続
きましたが、今年は、実際の活動に取り組み、その学習の方法（グ
ループワークによる共同探求、ラウンドテーブル、フィールドワーク
等）のリフレクションを丁寧に行います。対象は皆さんと意見交換し
ながら検討して決めたいと考えていますが、これまで10代向けのジェ
ンダー教育実践、性教育の学習会の開催、ラウンドテーブルの実践等
を行ってきましたが、今年はさらに外へ出たいと思います。



この2年間の研究グループ

2021年

☆女性のアンステレオタイプ
班

☆セクシャルマイノリティ班

☆親班

☆地域子育て班

☆学校教育班

☆スクールカースト班

2022年

★ 家庭教育班

★ 地域班

★ 学校教育班

★ 子ども班

★ フェミニズム班

★ 平和班



研究の進め方

・シラバスに示している通り、本演習は、社会教育を研究領域とする演習です。社会の中
にある様々な問題を共同で研究し、課題を探求します。

・研究方法としては、ボランティアやフィールドワークなどの実践的な取り組みに参加す
ることと共同学習を基本としています。

・2023 年度は開始当初の 2 回くらい、報告書の内容を共有する作業から始めます。（継続
履修の方々のご協力よろしくお願いします。）

・演習は幹事さんたちを軸として進めます。その他、取り組みごとに実行委員会を組織し、
自主的に進めていくことを基本としています。

・通常の授業と並行する行事や取り組みを予定しています。2022 年度は、ピルコンによる
性教育の学習会の開催、島根県大田市立西中学校の生徒とのオンライン授業（2回）、社会
人による「仕事・学び・育児」等の講義（NHK、外資系企業）、早稲田教育実践研フォー
ラムへの参加と運営、合宿、一日ゼミ、ウクライナの学生とのオンライン交流会（継続
中）に取り組みました。

・2月に予定していた少年院の見学はコロナ感染拡大のため中止になりましたが、今年度も
実施を検討しています。

・1 年間のまとめとして報告書を作成します。



年間スケジュール予定

・4 月から 5 月前年度報告書の解題、研究テーマの設定と班編成、

文献解題（4 年生から 2 年生まで 3 分間で文献を紹介・報告）

・5 月から 6 月各班のテーマ、研究方法設定

・7 月から 12 月班発表

・11 月第 2 週目（早稲田祭翌週の予定）

早稲田教育実践フォーラムとラウンドテーブルの企画運営、参加

・1 月発表と報告書のとりまとめ

・1 月末一日ゼミ

＊秋学期に少年院ほかの見学、合宿等を予定



授業風景

島根県大田市立中学校とのオンライン授業風景

（2021）

「仕事・育児」

外資系企業で働きながら3人の子育てをする卒業生
からお話を聞きました。


